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僻地農山村における最近の寄生虫感染の

実相光関する調査研究

(第2報)和歌山県熊野川上流地帯における調査成績

茗者らは寄生虫感染のなお少なからず残されていると

〒恕される僻地,般山村に於ける尖祁を明らかにするた

め,一連の訓査研究を行つているが,本文ではその第2

靴として和歌山県下の熊野川上流地帯に於ける闘査結果

について堪¥占する.

調査対象および方法

1)朋査対象地域の概況

今回行つた湘査の対象地城は,和歌山リιの最南部東牟

瓔郡の東北隅に位匿tる熊野川町と本宮町で,北は奈良

県に.東は三重県に接している.(第1図)両地域とも町

と呼ぱれても全く農山村衆境であつて,川に沿つた部分

以外は何れも山地であり,人家はこの朋に多くの藥落を

なして点在する.すなわち熊野川町は,熊野川と北1.【1川

との合流点を抵ぼ中心として,北山川及び熊野川本流の

右j早に凡そ南北に延びており,1!b帯数1,0羽,人L13,478

名で生樂は主として山林業で一部膿業に従辨ナる.本宮

町はこの地城の西側にあり,十;北川が南下して熊野川と

なつてその東側に近く流れ,やがて熊野川町に入0て'い

る.戸散1,979,人口6,4認*'で生業の主たるものは"【林

業で訪るが,管内に有私な熊野権現があり,また湯の楽

・川陽などの温泉1也を有し,一部観光地となつている.

今回闘査を行つたのはその北東の一部であるが,主要な

地区を含み,戸数1,021,人1コ3,2能私を対象とした.

はじめに

f11歌山県に於ける訓査地域の位批

2)湖査の対象

熊野川町では全地城住民を対象としたが検査し得たの

は,1,7陀私で全住民の51%に当る.本笹町では検査数

は2,734名でこれは対象地域住民の那.9%,全地城住民

の42.3%に相当する.

3)検査方法

検査は昭和46年1月中にセロフブン厚舸法によ0て現
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検盗数

に対し学校関係では6.8%と低い.蜘虫、鞭虫では両

者に殆ど差はないが,鉤虫及び東洋毛様線虫は一般住民

にのみみられて郭り,それぞれ0.800及び0,100であつ

た.

学校関係を学校駈別に分けてみると(第3表),絶、保卵

率は保育所,小学,中学それぞれ20.000,25.800,22.6

%で3者問に有意の差は認められなかつた.そのうち蜘

虫は何れも5%以下の低率であるが,鞭虫は保青所12.9

小学18.506,中学17.1%と何れも比較的高率で,学,

般住民
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1)熊野川町の検査成績

検査成織は第1表に示した如くi,フ72名中の虫卵陽性

者は551名(31.1%)で,虫種別では横川吸虫16,フ%,

鞭虫16.5%で両種共に他の種類に比鞍して薯しく高率を
示してぃるが,これに対し姻虫は3.6%,鉤虫は0.5%と

低く,東洋毛様線虫は僅か1例が認められたにすぎなか

0た.

これを一般地域住民と学校関係とに分けてみると,

(第2表)前者に於ては35.4%の総保卵率を示したに対

し,後者では23,306であった.虫種別では,横川吸虫が

前者に於て22.806と高率であることが目立ち,かっこれ

が当地の総偶遁,率に影粋していると考えられる.これ
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校に於ける寄生虫として主要な位置を占めている.横川

吸虫は一般住民に比して低率であるが,何れの学校にも

みられており,殊に保育所幼児の10%にこれをみたこと

は注目されるべきである.

汰にこれを集落別にみると(第4表),絵保卵率は5.0

9。乃至66.6%の間にあつて集落によつて差があるが,31

集落のうち30%以上を示した集落は21(68%)ある。そ

のうち如%以上が12,50%以上が5集落(嶋i.妬0.0%,

日足相須51.5%,谷口66.6%,西56,896,畝畑55.696)

となつてぃる.これを虫種別にみると,銅虫卵の検出さ

れたのは20集落で 1.6%乃至,19.2%の間にあるが,多

くは10%以下である、鉤虫は5集落にみられたに過ぎ

ず,かう例数も1乃至3に過ぎない.鞭虫は2集落(椋

呂,田長)を除いて他の総ての地区に見出され,その陽

性率は3.8%乃玉57.1%となつているが,20%以上のと

ころが10数集落ある.最も注目されるのは横川吸虫で,

2集落(篠尾,志古炭)を除く全集落で見出されて粉

り,しかもその大部分は10%以上を示し,30%以上の地

%,区が7集落(相須詩.3 %,音川 34.9 %,椋井30.4

赤木33.9%,上長井35.2%,西心.206,畝畑".406)

ある.

2)本宮町

検査総数2.734右でそのうち虫卵陽性者は617鬼 22.6

%)である.(第5表)虫樋別にみると炯虫は3.506と低

く,これに対し鞭虫は15.9%で最も商く,これらの様相

0

成韻

東屯虫

(0.1

0

(0.1

山1

口

0
0

ト

1

心
U女

、

,数士又

別

1乱
P



検査数

32

第4麦熊野川町地ば別胸笠成薊
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は前述の熊野川町と殆ど同様であるが,それと著明な差

を示すのは横川吸虫で,東地区では平均5.2%に過ぎな

いまた鉤虫は前地区伺様少なく0.4%であり,他に1
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学校別

第6安本魚'町学校別検査成績

/j、
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卵率は最低9.8%(苔),最高45.6%(菊水)の間にある

が.2006以上を示す集落は15で,そのうち3006以上を示

す集落は5,40%以上の集落は 1 (菊永)にすぎない.

虫種別では蚫虫卵の検出されたのは17集落で,1.1乃至

17.4%の保卵率であるが,10%以上の集落は3 (八木

尾,17,406,一本松,10.706,道ノ川10%)にすぎない.
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喪では役場の47.6%が最高となつているが特別な集団で

あるので除く.本地域に於ても鞭虫は一般的に窃率を示

し,かつ総ての集落にみられており,20%以上の"ゞ套が

8あり,うち4は30%以上を示している.即ち菊水

(34.496),中番下番(32.396),奥番(30.396),道ノ川

(30.0%)がそれである.本地域に於ても横川吸虫の分

布が広く,4集落以外の総ての集落にみられているが,

前地城に比較して一般にやや低率であり,最高は竹之本

の17.フ%,次いで本町岩田地の15.0%,上町中村地の

11.8%となるが,他の多くはコ%乃至7.4%の1珂にある.
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と殆ノνど同様であるが,織川吸虫のみは湛かに低率で

フ.3%である,学校関係ても総保卵率20.1%,蜘虫3.1

鉤虫0.290巴何れも前地域よ D低く,特に横川吸虫%,

は2.2%で薯しく低率である.只鞭虫のみは死辻'"批也域

と同率を示した.

学校別にみると(第6呈0,絵保卵率ならびに虫種別保

卵率は,小学及び中学とも殆ど大差のない結果を示し,

只鉤虫は中学にのみ少数にみられているのが相違してい

るといえぱいえる.横川吸虫は小学,中学北前地域の場

合に比鞍して低率であるが.それぞれに一定数がみられ

ていることは興味力1商る,

更らに集落別にこれをみると(第7晃0,20集落の総保
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にしないが,昭和U年に行われた熊野川町の学校関係の

翻査によると,小学児童検査総数366名の総保卵率17.5

%,うち蜘虫9,6%,鞭虫7.6%,中学生徒検査総数250

名の総侭週"率12.4%,うち姻虫7.2%,鞭虫5.2%となつ

ている他,その前年に小学児童に糞線虫,中学生徒に鉤

虫がそれぞれ少数ずつみられている.

この地城のし尿は特別の処凪を行わ十,1芋ら自家用に

用いられ,他からの搬入はしていない.

今回の詔査では蜘虫の保卵率は硬に低下の傾向がみら

れるガH也の寄生虫では必十しもそうではない.以下に虫

種別に考察を加えることにナる.

蜘虫

一般的にみて地区の炯史感染率は低く、熊野川町で平

均3.6%,本急'町で3.5%であり,今年座の全国平均1・6

%(厚生省)あるいは0.フ%(日本寄生虫予防会)に比

しては多少商いが,喪山村のものとしては低率である.

かっ両地共一般住民と学校関係との間に殆ど差異をみ

ない終職直後の状態が不明であるので今日の状態が如

何にして持ち来たされたかは知る由もないが,学校関係

ではある程度の治療を行った結果としても,一般住民で

は殆ど無処皿のまま放慨されていたと推寮されるに拘

らず,荊者とほぽ同様の状態を示していることに興味

が感ぜられる.これを性別にみても両地共殆ど差異がな

く(第8兇日,また年齢別にみても(第9,10衷)熊野川
町では6 ~10歳で最も低い1,3%を,本宮町では0 ~5

歳で同様1,6%を示しているが,全般的に年齢による寄

生率の差はみられない.このことは本地城の蛾虫感染が

漸次衰退しつ0あることを示しているともいえよう,

鉤虫

木地城に於ける鉤虫の検出率は極めて低く熊野川町で

0.5%,本宮町で0.4%に過ぎず,後者の中学生徒に少数

みられた他は一般住民にのみみられている.熊野川町で

は21歳以上の各年齢剛で0.5~1.4%(大部分は0.5%~

0.9%),本宮町では31歳以上で同じく0.2~1,5%(多く

は0.2%乃至0.3%)であつた(第9表,第10表).この数
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に火体に於いて近い,本極感染の性別には殆ど差がみ

られなかつた(第8表). E.P、G.については熊野川町で

1.0肌(7名の平均),本宮町では231(4血の平均)で

あり,前者でゃや多いが典に感染濃震は茗しくは商くな

いことが推繁される.その郁別については,熊野川町で

実施した5佑の培窪鄭戈敏に於て,4名はズビニ鉤虫,1

畠はアメリカ鉤虫であることが認められ,前極が優占す

ることを知つた.本宮町でも恐らく火体近似の状態であ
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るものと推察される.

鞭虫.

この地域に於ても鞭虫が最も普通でか0保卵率もかな

り高く,熊野川町では17.5%,本宮町では巧.9%で他の

種類を海かに抜いている.この状態は前回報告の隣接地

奈良県吉野郡の各地に於ても同様であり,只当地域では

その約2分の1の保卵率巴なつている点が異なる.しか

し地区によ0ては30%以上を示し,それに匹敵するとこ

ろもある.これを年齢別にみると(第9表,第10衷)本

宮町に於ける0-5歳の3.9%,熊野川町に於ける同年

齢の10.3%をそれぞれ最低とするが,他の年齢馬でも両

地熊全般的に薯しい差はみられない.性別では男子にや

や多い傾向がある.要するに現在本地域に於ける鞭虫

は,性,年齢に拘らず,凡そ普遍的に存在しているとし

ていいであろう.

枇川吸虫.

本地域ではかなりに多く,特に熊野j1旧1では平均16.フ

%を示し,そのうち一般住民では22.8%と高い.これに

対し本宮町では平均5.206で一般住民でも7.3%で前地域

より低い,しかし両地城共総ての年齢屡にみられてお

り,熊野川町では5歳以下でも2.306,本宮町では同じ

く1.6%にみられていることは注目に価する,全般的に

みて前地では16歳以上に多くなり,31歳以上では20.1%

乃至28.20。となつているに対し,後地では21歳以上でや

や高率となつているが,多くは5.8%乃至10.2%で年齡

による一定の傾向はみられない.(第9表,10表)性別

では明らかに男子に多く,熊野川町では男子21.3%に対

し女子12.6%,本宮町ではそれぞれ7.5%及び3.1%であ

つた,本地域に於けるこれらの感染に関与する魚類の感

染状況にっいては,熊野川町に近い熊野川木流のウグィ

4尾及び本宮町を流れる熊野川上流(十津川の下流)の

ウグィ,フメノウォ5尾を検査し,前者の全部,後者の

3尾に横川吸虫のメタセルカリアを証朋した.

前報で報告した奈良県吉野郡下北山村は,北山川を通

じて今回調査地の上流に位置ナるが,同地に於ける横川

吸虫の感染率は甚だ高く平均31.8%で,地区によつて

は50.296,58.1%のところもあり,またアユの感染率も

高か0た.しかし両地域は同一水系に属していても途中

にダムがあるため下流のアユの遡上はなく,グムの上流

のアユは琵琶制産稚魚の放流されたものであり,両者

に関迎はない.従つて両地域に於ける横川吸虫感染の差

は,それぞれの地域に於ける特殊な市情に因るものと考

えざるを得ない.

碧者らは我が国の僻地農山村に於ける寄生虫感染の実

相を明らかにするため一連の調査研究を行い0つぁる

が,今回実施した和歌山県の南部熊野川上流地域に位置

する熊野川町及び本宮町の調査結果は以下の通リであ

る.

(D 熊野川町に於ける総保卵率は31.1%であるが,

一般住民(35.4%)と学校関係(23.3%)とではかなり

の差がみられた,本宮町ではそれに比しやや低率で総保

卵率22.6%,一般住民24.3%,学校関係20.1%で両者問

には殆ど差はみられなかつた.

(2)姻虫は一般に低率で,その平均保卵率は熊野川

町で3.6%,本宮町でもほぼ同様で3.5%であ0た,また

両地共一般住民と学校関係との問に芸しい差はなく,性

別にみても殆ど差はみられなかつた.

(3)鉤虫は極めて少なく,熊野川町で0.5%本宮町で

0.4%にこれを認めたに過ぎない.虫種牙リにみると,熊

野川町ではズビニ鉤虫4,アメリカ鉤血1の割合であつ

た.

④鞭虫は最も普通で広く分布しかつ保卵率もかな

りに高く,熊野川町で16.5%,本宮町で巧.9%を示し

た.一般住民と学校関係とに差は少なく,性別による差

も薯しくない.

(5)横川吸虫は本地域の各地にみられ,特に熊野川

町ではかなり高率で平均16.フ%を示し,そのうち一般住

民では22,8%であつた.これに対し本宮町では平均5.2

一般住民に於ても7.3%で前地より低い.両地共総

ての年齢階級にみられ,特に幼児にも認められることは

興味がある.性別では明らかに男子に多い.

以上の如く本地域に於ても,なお少なからず寄生虫感

染の残されていることが明らかにされた.

本釧査に当リ和歌扣県衛生部の関係諮氏から種々高配

を得た.主た調査対象地熊野川町及ぴ本宮■rの各術生担

当者ならびに各地区世話役の力々から絶火む協力をりぇ

られた.皿く御札を印し述べたV、,

なお本劉査のため火阪朝日新肌厚生文化水業団の援助

を得たことを記し感謝の意を袈ナる.

(本訓査には火阪〒防医学協会の全Rが参加Lた)、
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INVES'rlGAI'10NS ON RECENIS STA'rus oF PARASI、rE

INFECTIONS IN REMOTE AREAS IN jAPAN 2

Nlasao FUJ11、 1Sao TAJIMA、 osa訂IU OKAHASHI, uichiro NISHI

1"utau KISHIMOTo and Kaoru NIORISHITA

(0がαι" AS"0'"1ioh /01' Nゼdhh s'りマ,h'ι)

Kunio sHIMOSAKA and Tsuneichi suGAI

(sjjhlg"けeah/゛ C1リⅡι,・,Π二1ιdj'"J,1ιι 1'1,"ゾedul",)

This leport deals with 小e sun.ey on helminthic infections in two areas, Kumanoga、

and Hongu、 situated along lhe upper KumaTlo r"'er of soU小、气'aka丁ama preιeC山re, T11e r

Sult S110wed dlat gerleralinfection rRιes in t、Yo areaS 肌'ere 31,196 皐nd 22.690. tespeCι武'ely A

to species o「 parasite detected,1'J'id」ιU'is 、、'as most common in both areas being 17.590 an

15.996 0n everage, tespectively, W11ereas t11e infection rate of Asau'1S 、uas as lo、T aS 3、60r 3.5

in ench area. Hook、vorms 、、,ere ιOund only in lo、、,1ncidences as o.590 or o,4゜o respectivel

and so {nr as hns been demonstrated, AπιJ,10'ι0"1" d"odeJI"1ι exceeded ゞ、eα110,'""1ιリ'iι'ι円"S

frequency wit11 a Ta60 o「 4 t0 1.」11kリ"goJιh,1訂S J,0ι,ogιJTC'αι、、'as falrly pre、'alent especiaⅡy

KL"れanoga、va area 、ち,heTe it 、、・OS 壬Ound in 16,796 0n average aT!d 20、1-28.296 amoTlg adults 0ν

31 γears of age 、vbereas in Hongu aTea only 5.296 0n average and 5.8-10290 eじen among
dU11S、 1t 、、・as notable 小at t1祀 C11ildTen under 5 )'ea埒 of age nlso hnrboured '、1elag0リι"1

3・0ι,og'ιU,ni. From t1祀 6nding menlioned aboYe. it cnn be said that t11e 11elmi11thic infectio

StiⅡ retnain quite prevalently in t11e


